
し．、

る
０ 第

一
章
洋
書
輸
入
の
再
開

第
洋
書
輸
入
の
窓
を
求
め
て

部

復
活
の
曙
光
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日
華
事
変
勃
発
後
に
お
け
る
貿
易
統
制
か
ら
洋
書
輸
入
が
制
限
さ
れ
、
昭
和
十
四
年
第
二
次
世
界
大
戦
開
始
以
来
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら

の
書
籍
輸
入
は
益
々
困
難
に
な
っ
て
い
た
〉
）
と
は
、
す
で
に
前
編
で
記
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
米
国
か
ら
の
書
籍
の
輸
入
も
ま
た
こ
の

よ
う
な
情
勢
に
異
な
ら
ず
、
、
昭
和
十
六
年
夏
以
降
は
貿
易
を
通
じ
て
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
昭
和
十
六
年
五
月
、
当
社
は
自
然
科
学
害

を
中
心
に
経
済
学
害
等
を
輸
入
す
べ
く
、
マ
グ
ロ
ー
ヒ
ル
出
版
部
に
対
し
て
庭
大
な
量
の
書
籍
を
電
報
で
注
文
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、

そ
れ
は
米
国
務
省
の
輸
出
自
粛
の
勧
告
で
実
現
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
間
の
事
情
を
両
Ｏ
ｍ
Ｒ
ｍ
昌
冒
盟
日
①
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て



で
あ
る
か
ら
、
昭
和
二
十
年
八
月
三
十
日
、
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ア
サ
ー
連
合
軍
総
司
令
官
が
厚
木
飛
行
場
に
来
着
し
、
日
比
谷
の

第
一
生
命
館
が
連
合
軍
総
司
令
部
の
本
拠
と
決
定
す
る
と
、
幾
許
も
な
く
、
社
員
石
川
実
、
田
中
芳
之
に
同
部
を
訪
問
さ
せ
た
。
九
月

二
十
六
日
で
あ
っ
た
。
石
川
、
田
中
は
第
一
生
命
館
に
至
っ
て
用
件
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
更
に
丸
ピ
ル
裏
の
大
き
な
ピ
ル
（
郵
船
ピ
ル

？
）
に
回
さ
れ
、
そ
こ
で
担
当
官
の
己
吋
．
の
目
昏
の
部
屋
へ
、
日
本
の
軍
人
と
は
全
く
異
な
っ
た
平
民
的
な
態
度
で
案
内
さ
れ
た
。

で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
て
い
た
。
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一
九
四
一
年
五
月
、
東
京
か
ら
電
報
に
よ
る
科
学
技
術
書
の
注
文
が
大
量
に
あ
っ
た
。
マ
グ
ロ
ー
ヒ
ル
出
版
部
は
長
年
に
わ
た

っ
て
日
本
の
丸
善
と
取
引
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
前
年
ま
で
は
、
マ
グ
ロ
ー
ヒ
ル
社
と
丸
善
と
の
取
引
は
政
府
の
あ
ず
か
り

知
ら
ぬ
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
だ
が
、
四
一
年
五
月
に
は
い
る
と
、
国
務
省
は
そ
の
態
度
を
変
え
た
。
変
更
の
動
機
と
な
っ
た
の
は
、

日
本
の
奇
襲
を
お
そ
れ
た
か
ら
で
は
な
い
。
政
府
が
日
本
の
野
心
を
察
知
し
て
、
事
前
に
手
を
打
と
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
電
報

の
内
容
は
「
シ
ベ
リ
ア
経
由
に
よ
る
図
書
輸
入
が
困
難
な
た
め
、
ア
メ
リ
カ
の
図
書
の
特
別
輸
入
許
可
を
得
た
ど
と
い
う
も
の

で
、
数
十
万
冊
に
の
ぼ
る
本
を
発
注
し
て
き
た
の
だ
が
、
ワ
シ
ン
ト
ン
は
そ
の
輸
出
の
自
粛
を
勧
告
し
て
き
た
。
：
…
、
こ
の
事
件

は
ア
メ
リ
カ
の
テ
キ
ス
ト
プ
ッ
ク
や
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
が
わ
れ
わ
れ
自
身
に
と
っ
て
も
、
敵
国
に
と
っ
て
も
い
か
に
重
要
な
も
の
で

あ
っ
た
か
を
示
す
も
の
だ
ろ
う
」
（
日
本
ユ
ニ
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
発
行
言
吋
○
§
ぬ
ロ
国
昌
８
画
○
口
ｚ
①
ミ
の
ど
一
九
七
○
年
十
月
二
十
七
日

発
行
第
一
○
八
号
所
載
「
果
て
し
な
き
世
界
へ
の
挑
戦
ｌ
マ
グ
ロ
ー
ヒ
ル
社
物
語
」
第
三
五
回
に
よ
る
）

か
よ
う
に
し
て
、
書
籍
輸
入
の
途
が
絶
え
て
約
十
年
、
そ
の
間
に
お
け
る
英
。
米
の
科
学
の
進
歩
、
世
界
の
社
会
。
経
済
。
政
治
の

実
情
を
知
り
た
い
と
の
我
が
邦
各
界
の
要
望
に
応
え
、
一
日
も
早
く
洋
書
輸
入
の
途
を
開
く
こ
と
が
、
当
社
の
使
命
で
あ
り
再
生
の
途



を
取
る
こ
と
を
決
め
た
。

海
外
関
係
（
旧
海
外
課
）
の
事
務
監
督
は
八
田
取
締
役
に
委
嘱
す
る
こ
と

海
外
出
版
物
輸
入
準
備
委
員
会
を
置
き
、
左
の
機
構
を
以
て
之
が
運
営
に
当
る
｝
）
と
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入
っ
て
見
る
と
机
の
上
に
国
箇
黛
ｏ
ａ
ｍ
目
昏
昏
と
書
い
た
名
札
が
お
か
れ
て
い
た
。
同
氏
は
戦
前
日
本
で
大
学
の
教
師
を
し
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
其
の
著
、
《
《
目
○
岳
①
冒
○
目
風
ロ
》
》
》
《
国
目
号
○
○
丙
○
冷
両
品
房
丘
四
目
缶
目
①
風
８
口
巨
符
Ｈ
呉
昌
①
．
ご
器
慧
は
当
社
で
も

可
成
り
売
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
米
国
害
輸
入
再
開
を
よ
く
了
解
し
て
く
れ
、
出
来
る
限
り
の
便
宜
を
は
か
る
と
好
意
を
示
し
て
く
れ

た
。
そ
こ
で
石
川
、
田
中
の
両
名
は
「
米
国
出
版
業
者
の
代
表
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
普
乱
①
Ｈ
陣
○
○
・
に
丸
善
は
健
在
で
あ
る

こ
と
、
米
国
書
の
輸
入
再
開
を
で
き
る
だ
け
早
く
実
現
す
る
よ
う
協
力
し
て
欲
し
い
」
と
望
ん
で
い
る
こ
と
を
打
電
し
て
欲
し
い
と
話

す
と
、
心
快
く
引
き
受
け
て
案
文
の
作
成
ま
で
協
力
し
て
く
れ
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
し
て
厚
木
か
ら
打
電
す
る
こ
と
を
引
き
受
け
て
く
れ
た
。

当
時
は
厚
木
で
は
軍
用
以
外
の
電
報
は
一
切
許
可
さ
れ
て
い
な
い
の
で
依
頼
の
電
報
は
打
て
な
い
が
、
時
期
を
待
つ
よ
う
に
と
同
氏
か

ら
の
電
話
が
あ
っ
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
二
、
三
日
後
で
あ
っ
た
。
二
人
が
訪
ね
た
の
は
、
後
に
明
ら
か
に
な
っ
た
の
だ
が
、
民
間
情
報

教
育
部
（
Ｃ
Ｉ
Ｅ
）
で
あ
っ
た
。
当
社
と
し
て
は
、
そ
の
後
も
連
絡
を
断
た
な
い
よ
う
に
心
掛
け
た
。
少
し
経
っ
て
、
再
び
同
部
へ
社

員
が
行
っ
た
と
き
に
は
係
り
は
旨
吋
．
］
○
自
陣
Ｏ
言
口
に
代
っ
て
い
た
。

Ｃ
Ｉ
Ｅ
と
し
て
も
、
日
本
国
内
の
洋
書
輸
入
の
希
望
が
極
め
て
強
い
こ
と
を
次
第
に
認
め
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
し
か
し
占
領
政
策

は
、
ま
だ
、
洋
書
の
輸
入
を
許
可
す
る
ま
で
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
当
社
は
昭
和
二
十
一
年
八
月
二
十
八
日
、
海
外
出
版
物
の
輸
入
促
進
と
そ
の
取
り
扱
い
に
関
し
て
、
次
の
措
置



え
て
い
た
。

け
て
か
ら
も
大
層
役
に
立
っ
た
。

委
員
長
八
田
庄
治

委
員
伊
藤
四
良
中
村
春
太
郎
杉
健
井
野
礼
二
西
土
春
次
柘
植
福
太
郎
八
木
佐
吉
桜
井
喜
代
志

幹
事
田
中
芳
之
小
沢
靖
郎
田
辺
寛

一
）
の
よ
う
に
、
体
勢
が
整
う
と
と
も
に
、
そ
の
活
動
も
、
一
歩
一
歩
具
体
的
に
な
っ
て
行
っ
た
。

当
社
で
は
ま
ず
、
努
め
て
戦
争
中
諸
外
国
で
発
行
さ
れ
た
図
書
の
リ
ス
ト
作
製
を
企
て
た
。
た
ま
た
ま
昭
和
二
十
年
十
月
二
十
六
日
、

日
比
谷
の
東
宝
の
隣
（
現
三
井
銀
行
の
隣
）
に
Ｃ
Ｉ
Ｅ
の
図
書
館
が
開
設
さ
れ
た
。
同
館
に
は
ア
メ
リ
カ
発
行
の
図
書
の
カ
タ
ロ
グ
な

ど
も
来
て
い
た
か
ら
、
当
社
で
は
、
ま
だ
業
務
も
閑
散
で
あ
っ
た
の
で
、
社
員
が
交
代
に
同
館
に
赴
い
て
員
国
目
の
旨
の
圃
言
の
①
匡
昌
ご

そ
の
他
か
ら
米
国
図
書
の
カ
タ
ロ
グ
を
作
成
し
た
。
他
日
、
洋
書
の
輸
入
が
許
可
に
な
る
日
の
た
め
の
準
備
作
業
で
、
田
辺
寛
や
田
中

芳
之
が
中
心
と
な
っ
て
や
っ
た
仕
事
で
あ
っ
た
。

Ｃ
Ｉ
Ｅ
図
書
館
で
も
、
こ
の
よ
う
な
努
力
を
理
解
し
て
、
遂
に
は
資
料
も
貸
し
出
し
て
く
れ
、
ま
た
新
刊
書
の
到
着
し
た
場
合
に
は

そ
れ
を
報
ら
せ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
作
っ
た
目
録
は
、
洋
書
輸
入
の
緒
を
つ
く
る
た
め
に
も
、
ま
た
、
そ
の
道
が
開

さ
て
、
当
社
で
は
、
何
と
か
洋
書
輸
入
の
途
を
開
き
た
い
と
、
各
方
面
に
は
た
ら
き
か
け
て
い
た
が
、
昭
和
二
十
二
年
四
月
、
民
主
外
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こ
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
の
担
当
官
は
冒
拭
］
○
冒
陣
○
弓
ロ
か
ら
冨
拭
己
○
口
陣
○
言
昌
に
替
っ
た
。

冒
埼
．
ロ
ｇ
ｍ
Ｈ
ｏ
弓
口
の
時
代
は
比
較
的
に
な
が
く
、
い
ろ
い
ろ
便
宜
を
得
た
。
同
氏
は
そ
の
後
も
日
本
に
滞
在
し
、
時
食
売
場
へ
も
見
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交
協
会
が
組
織
さ
れ
た
。
そ
の
会
長
が
当
社
の
永
い
間
の
得
意
で
あ
る
森
戸
辰
男
氏
で
あ
る
と
い
う
の
で
、
洋
書
輸
入
に
助
力
を
懇
願

し
た
と
こ
ろ
、
ユ
ネ
ス
コ
の
力
も
借
り
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
を
動
か
そ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
の
協
会
の
専
務
理
事
広
瀬
氏
の
尽
力
で
、

同
協
会
内
に
海
外
出
版
物
輸
入
促
進
委
員
会
を
設
け
、
杉
森
孝
次
郎
委
員
長
自
ら
《
《
砲
①
睡
画
○
口
甘
吋
［
日
ロ
Ｏ
Ｈ
国
号
口
冷
Ｏ
Ｈ
Ｏ
ぐ
①
儲
＄
》
の

弔
口
ｇ
８
画
○
口
ご
と
題
し
た
英
文
請
願
書
を
起
草
し
、
同
氏
の
署
名
で
昭
和
二
十
二
年
十
月
二
十
七
日
、
パ
リ
の
本
部
と
、
当
時
開
会

さ
れ
て
い
た
メ
キ
シ
コ
大
会
の
両
方
に
対
し
ｐ
Ｈ
．
］
昌
目
餌
匡
僅
図
》
ロ
茸
①
ｇ
①
貝
の
ｇ
の
国
］
ご
ｚ
画
の
○
○
宛
に
発
送
し
た
。
然
し
返

事
は
な
く
、
ど
ん
な
効
果
が
あ
っ
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

ま
た
、
嵯
峨
根
遼
吉
東
京
大
学
教
授
を
煩
わ
し
、
日
本
学
術
振
興
会
の
会
議
に
石
川
実
を
派
遣
し
、
洋
書
輸
入
促
進
に
つ
い
て
助
力

を
請
う
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
同
教
授
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
冨
試
国
○
．
嵐
の
身
と
関
係
が
あ
っ
た
の
で
、
洋
書
輸
入
に
つ
い
て
問
い
合
せ
て

く
れ
た
。
冒
吋
・
属
①
］
与
は
、
エ
ロ
ァ
資
金
（
国
両
○
跨
句
目
ｅ
で
買
う
運
動
を
し
て
は
ど
う
か
と
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
た
。

い
ろ
い
ろ
運
動
を
し
て
い
る
う
ち
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
で
は
独
占
企
業
禁
止
の
意
向
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
同
業
者
が
結

束
し
て
輸
入
の
促
進
を
計
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
海
外
出
版
物
輸
入
同
業
会
の
理
事
・
会
員
に
参
集
を
求
め
て
昭
和
二
十
一
年
七

月
十
一
日
、
当
時
の
京
橋
区
中
橋
に
在
っ
た
あ
る
焼
け
ビ
ル
の
二
階
で
会
議
を
開
い
た
。
ま
だ
落
ち
着
か
な
い
社
会
情
勢
の
中
で
あ
っ

た
の
で
、
丸
善
、
南
江
堂
、
三
省
堂
、
三
越
、
教
文
館
、
国
際
書
房
、
福
本
書
院
、
金
原
商
店
、
山
川
商
会
の
九
社
の
み
集
っ
た
。
腰

掛
も
な
い
部
屋
で
協
議
の
結
果
、
戦
前
の
輸
入
同
業
者
を
再
編
成
し
役
員
を
改
選
し
て
、
全
会
員
一
致
協
力
し
て
洋
書
輸
入
再
開
の
運

動
を
な
す
事
を
決
議
し
た
。
そ
し
て
、
先
ず
第
一
に
貿
易
庁
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
洋
書
輸
入
許
可
の
陳
情
書
を
提
出
す
る
こ
と
と
し
た
。
当
日
、

選
ば
れ
た
役
員
は
次
の
通
り
で
あ
る
。



常
任
理
事
丸
善
株
式
会
社

理
事
教
文
館

理
事
福
本
書
院

理
事
国
際
書
房

偶
、
翌
八
月
六
日
の
「
日
本
経
済
新
聞
」
に
貿
易
庁
が
、
「
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
国
内
不
足
物
資
で
民
意
に
よ
っ
て
要
請
さ
れ
て
い
る
も
の

の
輸
入
申
請
を
提
出
す
る
よ
う
」
指
令
さ
れ
た
と
い
う
記
事
が
載
っ
た
の
で
、
理
事
会
員
一
同
で
貿
易
庁
に
赴
き
相
談
し
た
。
そ
の
と

、
、
、
、
、
、
、
、
、

き
の
注
意
で
会
の
名
を
海
外
出
版
物
輸
入
協
会
と
変
更
す
る
》
）
と
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
協
会
は
八
月
一
一
十
一
日
、
貿
易
庁
か
ら
正
式

に
洋
書
輸
入
代
行
機
関
と
し
て
認
可
さ
れ
た
。

当
時
の
貿
易
は
一
切
政
府
間
貿
易
で
民
間
貿
易
は
許
さ
れ
て
居
ら
ず
、
公
団
所
属
の
協
会
若
く
は
組
合
が
政
府
の
輸
入
代
行
機
関
と

し
て
、
輸
入
業
務
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。

海
外
出
版
物
輸
入
協
会
は
、
雑
貨
輸
入
公
団
の
下
部
組
織
で
、
事
務
所
を
京
橋
に
置
い
た
。
雑
貨
輸
入
公
団
の
担
当
官
は
、
の
ち
に

日
本
出
版
貿
易
株
式
会
社
専
務
と
な
っ
た
井
出
一
氏
で
あ
っ
た
。
海
外
出
版
物
輸
入
協
会
の
事
務
を
遂
行
す
る
要
員
は
、
経
験
豊
富
と

い
う
理
由
か
ら
当
社
か
ら
出
す
こ
と
と
な
り
、
本
社
の
田
中
芳
之
、
田
辺
寛
を
同
公
団
嘱
託
と
し
て
出
向
さ
せ
た
。
両
名
で
出
版
物
輸

入
に
必
要
な
事
務
一
切
を
行
っ
た
。
後
に
米
国
か
ら
国
立
国
会
図
書
館
へ
の
第
一
回
寄
贈
図
書
も
、
横
浜
の
第
八
軍
へ
両
名
で
赴
き
受

協
会
が
正
式
に
発
足
し
て
か
ら
、
更
め
て
前
出
昭
和
二
十
一
年
八
月
六
日
の
「
日
本
経
済
新
聞
」
の
記
事
の
真
意
を
確
め
た
上
で
、

1174

領
し
た
。



の
茸
．目

冨
］
○
口
、
涜
○
］
四
画
○
口
坤
○
日
缶
日
①
国
８
口
。
巳
叶
貝
①
彦
四
の
自
国
烏
口
の
開
①
①
一
四
口
四
○
貝
の
旨
庁
の
一
｝
の
。
目
四
一

忌
日
宮
①
、
封
『
①
胃
の
旨
号
の
。
』
○
口
”
旨
い
ご
Ｈ
少
日
の
域
８
ロ
ウ
○
○
丙
の
山
口
ロ
旨
四
ｍ
目
日
の
の
煙
の
普
喝
目
①
迫
昌
①
汁

の
の
の
①
ロ
●
嘩
餌
］
冷
○
時
○
巨
儲
の
汁
ロ
ロ
苛
め
四
口
ｐ
Ｈ
の
の
の
四
Ｈ
○
彦
の
印
．
Ｈ
計
の
面
○
口
．
胃
Ｑ
四
］
の
○
ず
①
○
命
屋
庁
国
営
○
ｍ
叶
口
ロ
。
国
営
○
の
叶
口
Ｈ
ｍ
①
ロ
汁

ロ
①
。
①
の
巴
ｑ
８
ｐ
ｍ
ぐ
①
跨
日
①
国
８
口
己
戸
匡
－
８
画
○
冒
の
画
く
臼
｝
号
］
①
ｇ
ｏ
貝
己
の
○
己
の
旨
い
の
ロ
①
国
旨
旨
○
ａ
貝

固
の
鼻
．
○
巳
．
ロ
．
詞
．
ｚ
ｐ
ｍ
①
目
》

○
巨
風
》
○
．
胃
．
両
．
》
の
．
国
．
Ｃ
，
》

弓
○
属
目
○
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や
曾
箇
○
口
開
○
吋
胃
日
ロ
日
冨
唾
○
口
○
（
隆
昌
の
ロ
。
§
．
雨
宮
匡
］
８
画
目
の

■

同
年
九
月
十
八
日
第
一
回
の
洋
書
輸
入
申
請
書
を
貿
易
庁
に
提
出
し
た
。
こ
れ
は
協
会
の
要
望
で
当
社
が
、
本
。
支
店
を
通
じ
て
全
国

の
各
学
校
か
ら
注
文
書
を
受
け
て
纏
め
た
も
の
で
、
数
量
は
非
常
に
多
く
、
全
部
で
三
二
、
七
三
一
一
一
冊
に
も
達
し
た
が
、
内
容
は
第
二

次
世
界
大
戦
前
刊
行
の
も
の
が
多
か
っ
た
。
結
局
、
こ
の
申
請
は
何
ら
実
質
的
効
果
は
な
か
っ
た
。

協
会
と
し
て
は
、
そ
の
後
も
申
請
を
繰
り
返
す
と
と
も
に
、
こ
の
年
十
月
三
十
日
に
は
、
協
会
理
事
連
署
の
洋
書
輸
入
懇
請
書
を
Ｇ

Ｈ
Ｑ
に
提
出
し
、
洋
書
輸
入
促
進
方
を
依
頼
し
た
。

Ｇ
Ｈ
Ｑ
へ
懇
請
害
を
出
す
に
つ
い
て
も
、
学
者
。
知
識
人
・
関
係
財
界
の
支
援
を
得
た
方
が
よ
い
と
い
う
の
で
、
当
社
は
、
昭
和
一
一

十
一
年
十
二
月
、
従
来
の
洋
書
輸
入
運
動
の
経
過
と
そ
の
困
難
の
理
由
を
略
述
し
、
民
間
情
報
教
育
部
長
冨
吋
．
ｚ
侭
の
具
及
び
経
済

科
学
部
長
旨
Ｈ
・
冒
巳
日
日
○
洋
宛
の
懇
請
書
を
前
記
各
方
面
の
人
穴
に
送
り
署
名
を
依
頼
し
た
。



計
○
一

斤
特
旨
．

（
冒
叶
，
句
．
津
．
旨
。
ｐ
①
３
５
芹
に
対
す
る
も
の
も
同
文
）

ヨ
ヨ
『
の
①
四

厘
○
固
唾
○
口
の
．

、
］
］
烏
旨
の
胃
口
肖
①
ロ
叶
四
］
ぐ
煙
○
四
旨
。
『
四
国
ロ
庁
○
画
○
○
○
口
肖
己
］
肘
ぽ
い
の
口
戸
昏
口
①
。
①
Ｈ
ｐ
Ｏ
ｏ
吋
凹
唾
図
画
陣
○
口
○
閉
○
巨
鋪
○
○
口
ロ
‐

①
肖
口
の
黒
辱
①
冒
茸
①
胃
昌
○
宮
獄
丙
旨
Ｑ
勺
①
昌
昌
の
巴
○
口
玲
○
境
昏
の
》
日
ロ
呉
薗
陣
Ｏ
ｐ
ｏ
怜
津
日
①
ｐ
８
ロ
ロ
ロ
ヮ
‐

勺

呂
○
巨
尉
Ｈ
①
ｍ
ｂ
ｇ
魚
巳
々
』
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こ
の
懇
請
に
応
え
て
送
ら
れ
た
署
名
を
纏
め
て
、
昭
和
二
十
二
年
二
月
十
二
日
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
担
当
の
部
に
提
出
し
た
。
経
済
科
学
部

長
の
冒
烏
・
冒
呂
①
Ｈ
目
○
茸
に
宛
て
た
懇
請
害
は
、
一
一
一
三
頁
九
、
○
○
○
点
で
署
名
数
九
四
四
名
、
冒
儲
．
ｚ
侭
の
具
に
宛
て
た
懇
請

書
は
、
三
五
頁
九
、
一
○
○
余
点
で
署
名
数
九
五
一
名
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
提
出
し
た
懇
請
書
、
若
く
は
貿
易
庁
へ
の
申
請
害
に
附
し
た
輸
入
希
望
書
の
リ
ス
ト
は
、
当
社
の
田
辺
寛

や
田
中
芳
之
ら
が
Ｃ
Ｉ
Ｅ
図
書
館
に
通
っ
て
作
成
し
た
リ
ス
ト
や
、
本
支
店
を
通
し
て
募
っ
た
輸
入
希
望
書
の
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
作
成

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
昭
和
一
一
十
二
年
三
月
に
は
旨
①
巳
。
甘
の
関
係
五
○
タ
イ
ト
ル
と
弓
①
呂
昌
８
」
の
Ｑ
①
ｐ
ｏ
の
関
係
一
○
○
タ

イ
ト
ル
の
カ
タ
ロ
グ
を
作
成
し
て
本
支
店
に
配
付
し
て
、
関
係
方
面
の
希
望
を
尋
ね
さ
せ
て
い
た
。
こ
れ
は
こ
の
章
の
初
め
に
記
し
た

よ
う
に
、
戦
争
中
に
お
け
る
各
国
の
医
。
薬
学
、
工
業
技
術
関
係
の
進
歩
の
大
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
、
そ
れ
ら
が
荒
廃
し
た
日
本
の

再
建
に
ま
ず
必
要
と
考
え
た
か
ら
で
あ
っ
た
。



二
米
国
出
版
業
者
の
来
朝
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い
ろ
い
ろ
努
力
し
て
は
見
た
が
、
事
態
は
一
向
に
進
展
し
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
時
に
、
昭
和
一
一
十
一
年
十
一
月
、
雑
誌
員
○
○
』
‐

房
儲
》
、
こ
の
代
表
者
○
§
菌
旨
］
・
両
．
○
四
陣
○
］
一
が
来
日
し
た
。
こ
の
時
本
社
支
配
人
中
山
良
謙
に
、
頁
○
○
言
ｇ
》
の
ヨ
の
①
丙
辱
》
》
の
①
四
］
①

缶
鴨
具
を
引
き
受
け
な
い
か
と
い
う
話
が
あ
り
、
そ
れ
を
承
諾
し
た
と
こ
ろ
、
保
証
金
を
入
れ
よ
と
い
う
の
で
Ｚ
目
○
口
巴
Ｑ
ご

国
目
丙
○
閉
Ｚ
①
尋
昌
○
鳥
の
東
京
支
店
へ
八
、
一
一
四
○
円
五
○
銭
を
供
託
し
た
。
こ
の
供
託
に
よ
っ
て
、
翌
年
十
二
月
に
、
第
一
回
の

負
○
○
毎
日
》
の
ど
が
入
荷
し
た
。
供
託
し
て
か
ら
丸
一
年
か
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
の
ち
に
補
記
し
よ
う
。

昭
和
二
十
一
一
年
四
月
十
八
日
に
員
飼
号
房
固
の
Ｈ
の
》
言
の
①
こ
『
》
》
の
出
版
社
で
あ
る
両
．
”
・
国
○
笥
丙
Ｒ
○
○
・
の
ロ
四
目
①
一
旨
①
］
呂
関
社

長
が
目
旨
①
弔
号
房
胃
儲
》
衿
の
の
○
○
拭
陣
目
の
代
表
と
し
て
来
日
し
た
。
こ
の
人
は
小
僧
さ
ん
か
ら
叩
き
上
げ
た
人
で
、
米
国
切
っ
て

の
書
物
通
で
あ
り
、
自
ら
貴
圃
口
目
の
胃
肪
》
量
『
①
①
匡
冒
》
》
を
創
刊
し
た
り
、
出
版
物
の
カ
タ
ロ
グ
を
編
集
出
版
し
た
り
し
て
い
た
。
著

書
に
貝
の
○
昌
○
ロ
ヨ
四
日
甘
の
の
庁
甘
８
国
○
○
丙
同
ロ
目
の
冨
口
四
日
ロ
の
］
○
ず
の
一
号
①
ｂ
畠
四
目
丘
○
尋
弓
の
薗
昇
．
忌
霞
ご
員
卑
旨
陣
品

倖
卑
○
日
○
唾
８
画
目
号
○
○
丙
．
ご
ｇ
》
》
な
ど
も
あ
る
。

冒
尉
．
旨
の
］
呂
曾
を
迎
え
て
、
そ
の
日
、
即
ち
四
月
十
八
日
に
一
席
を
設
け
て
海
外
出
版
物
輸
入
協
会
会
員
と
会
談
し
た
。
冨
吋
．
ロ
○
口

陣
○
弓
口
も
同
席
し
た
。
通
訳
に
は
教
文
館
の
殖
栗
文
夫
が
あ
た
っ
た
。
こ
の
時
の
話
で
、
戦
後
に
お
け
る
米
国
の
出
版
事
情
も
わ
れ

わ
れ
の
想
像
と
は
可
成
り
異
な
り
、
用
紙
の
不
足
に
よ
っ
て
極
め
て
窮
屈
で
、
日
本
に
ま
で
輸
出
す
る
余
裕
は
ま
だ
な
い
こ
と
を
知
ら

さ
れ
た
。
同
氏
は
日
本
へ
書
籍
が
輸
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
ｍ
ｐ
菖
閏
社
の
代
表
が
来
日
す
る
だ
ろ
う
と
も
話
し
た
。
他
の
伝
え
る



昭
和
二
十
三
年
四
月
に
な
っ
て
、
世
界
的
に
知
ら
れ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
出
版
社
昌
ｏ
の
箇
笥
‐
函
邑
か
ら
代
表
と
し
て
旨
吋
．
］
①
の
§

が
来
日
、
通
産
省
次
官
や
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
関
係
者
等
に
会
っ
て
、
米
国
害
輸
入
に
ま
つ
わ
る
諸
般
の
事
情
を
き
き
、
同
社
の
今
後
の
方
針
の

参
考
に
も
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
人
は
昭
和
二
十
五
年
の
民
間
貿
易
再
開
後
ま
で
滞
在
し
て
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
プ
ラ
ン
に
よ
る
同
社
出
版

書
の
輸
入
に
つ
い
て
も
種
倉
便
宜
を
計
っ
て
く
れ
た
。

同
年
八
月
に
、
先
に
冨
吋
・
旨
①
］
呂
曾
か
ら
話
の
あ
っ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
ｇ
ご
言
．
の
ロ
乱
ｇ
陣
○
○
・
の
代
表
者
と
し
て

の
視
察
の
た
め
で
あ
っ
た
。

１１７８

と
こ
ろ
で
は
、
米
国
は
戦
時
中
戦
地
の
兵
士
に
送
る
た
め
彪
大
な
数
の
ポ
ケ
ッ
ト
型
の
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
の
の
烏
．
ロ
ヶ
国
昌
を
出
版

し
た
た
め
紙
の
使
用
量
も
多
く
、
ま
た
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
、
印
度
、
中
国
等
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
要
求
に
も
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
、
一
）
の
時
点
で
は
日
本
へ
の
書
物
を
輸
出
す
る
ま
で
の
余
裕
は
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
同
氏
は
、
日
本
出
版
協
会
に
お
い

て
も
米
国
の
出
版
事
情
を
説
明
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
読
書
週
間
に
つ
い
て
同
協
会
役
員
等
に
熱
心
に
語
っ
た
。
戦
後
日
本
に
於

て
読
書
週
間
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
同
氏
の
勧
め
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
翻
訳
出
版
に
つ
い
て
も
関
係
者
と
話
し
合
い
、

冨
魂
・
ロ
○
国
陣
○
笥
揮
の
斡
旋
で
占
領
期
間
中
の
早
い
時
期
に
出
版
業
者
が
入
札
で
翻
訳
権
を
と
り
、
翻
訳
出
版
が
可
能
に
な
っ
た
の
も

同
氏
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
当
社
の
石
川
実
が
震
勺
巨
巨
曾
の
国
司
の
の
丙
辱
冨
を
見
る
た
め
に
毎
日
Ｃ
Ｉ
Ｅ
図
書
館
へ
通
っ
て
い

る
こ
と
を
話
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
で
は
、
同
誌
を
一
冊
宛
寄
贈
し
よ
う
と
、
帰
米
後
同
氏
の
残
時
ま
で
毎
号
寄
贈
さ
れ
た
。
お
か
げ
で
、

米
国
の
出
版
事
情
を
よ
く
知
る
｝
）
と
を
得
て
、
米
国
書
輸
入
の
申
請
な
ど
に
非
常
な
便
利
を
得
た
。

同
氏
の
来
日
の
目
的
は
、
日
本
経
済
の
立
ち
直
り
の
程
度
、
米
国
出
版
物
の
市
場
と
し
て
の
日
本
の
状
況
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
対
日
政
策
等



旨
の
の
国
胃
ｇ
箇
跨
．
陣
①
の
一
が
来
日
し
、
海
外
出
版
物
輸
入
協
会
の
会
員
と
も
会
談
、
通
産
省
や
Ｃ
Ｉ
Ｅ
等
を
訪
問
し
米
国
書
輸
入

に
就
い
て
の
問
題
点
な
ど
を
聞
き
た
だ
す
と
同
時
に
、
日
本
へ
の
洋
書
輸
入
を
早
く
許
可
す
る
よ
う
尽
力
し
て
く
れ
た
。
因
に
同
社
社

長
冒
儲
・
国
ｇ
ｑ
旨
．
の
ロ
乱
囚
は
、
米
国
各
出
版
社
の
輸
出
代
理
業
務
の
創
始
者
と
も
い
う
べ
き
人
で
、
わ
が
国
へ
も
早
く
か
ら
米

国
書
を
紹
介
し
た
先
駆
者
で
あ
る
。

こ
の
両
人
の
来
日
前
後
か
ら
米
国
の
輸
出
態
勢
も
ほ
ぼ
整
い
、
ま
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
内
部
に
も
洋
書
輸
入
許
可
の
気
運
が
熟
し
つ
つ
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
こ
れ
ら
の
米
国
出
版
業
界
の
人
夫
が
来
日
し
た
こ
と
は
、
洋
書
輸
入
の
上
に
大
い
に
効
果
が
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
○

三
洋
書
輸
入
の
途
開
く

１１７９

既
記
の
よ
う
に
、
頼
れ
る
も
の
な
ら
蕊
で
も
つ
か
む
と
い
う
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
努
力
を
繰
り
返
し
て
い
る
間
に
、
昭
和
二
十
一
年

八
月
、
進
駐
軍
の
放
出
米
国
雑
誌
約
七
○
万
冊
（
現
品
神
戸
に
保
存
）
を
、
学
徒
に
配
給
し
た
い
と
、
進
駐
軍
か
ら
文
部
省
へ
申
入
れ

て
き
た
。
同
省
は
そ
の
外
郭
団
体
で
あ
る
財
団
法
人
勤
労
学
徒
援
護
会
を
通
じ
て
当
社
に
こ
れ
を
取
り
扱
う
意
志
が
あ
る
か
ど
う
か
を

聞
き
合
せ
て
き
た
。
当
社
と
し
て
は
、
取
り
扱
い
洋
書
の
少
な
い
折
柄
で
も
あ
り
、
九
月
一
日
、
田
中
芳
之
を
神
戸
に
派
し
て
現
品
を

調
べ
さ
せ
た
。
田
中
の
調
ぺ
た
所
で
は
当
社
と
し
て
扱
う
べ
き
書
物
で
は
な
い
と
考
え
た
が
、
洋
書
の
手
に
入
り
に
く
い
時
期
で
も
あ

っ
た
の
で
、
武
者
小
路
実
篤
主
催
の
読
書
組
合
な
ど
と
も
相
談
の
上
で
取
り
扱
っ
た
。

昭
和
二
十
一
一
年
三
月
に
は
、
待
望
の
民
間
の
海
外
通
信
が
許
可
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
、
閉
ざ
さ
れ
た
窓
が
開
い
た
。
翌
月
の
四
月



五
十
銭
で
売
っ
た
。

に
は
《
嵐
冷
①
》
》
が
放
出
物
資
と
し
て
入
荷
し
た
。
そ
れ
は
同
年
一
月
十
八
日
号
か
ら
三
月
頃
ま
で
の
一
、
○
○
○
部
で
、
一
部
十
一
一
円
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同
じ
年
の
十
一
月
、
《
《
○
○
冨
図
》
の
》
》
が
横
浜
に
着
い
た
。
こ
れ
は
衿
瑞
日
冒
○
日
い
○
と
し
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
送
ら
れ
て
来
た
。
十
一
月
十

日
に
輸
入
許
可
が
下
り
た
が
、
そ
れ
に
は
①
ｇ
の
国
一
言
四
○
少
尉
昏
昌
の
サ
イ
ン
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
、
横
浜
の
税
関
に
呈
示
す
る
と

即
日
通
関
し
て
く
れ
た
。
品
物
は
十
二
月
に
受
け
取
り
、
全
部
で
一
、
五
○
○
部
を
協
会
で
分
け
、
夫
夫
一
部
七
円
五
○
銭
で
店
に
出

す
と
忽
ち
売
切
れ
に
な
っ
た
。
こ
の
倉
○
○
崖
①
Ｈ
》
の
》
》
が
正
式
に
入
っ
て
き
た
最
初
の
雑
誌
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
と
同
時
に
入
荷
し
た
も

の
に
員
言
○
日
目
の
国
○
日
の
○
○
日
冒
昌
。
ｐ
愚
（
月
刊
八
○
○
部
一
部
十
九
円
）
、
賢
缶
日
昌
。
§
冒
晶
煙
昌
ｐ
の
ど
（
月
刊
一
、
五
○

○
部
一
部
十
九
円
）
が
あ
っ
た
。
貫
匡
荷
》
は
、
こ
の
時
教
文
館
で
扱
っ
た
。
続
い
て
ア
メ
リ
カ
で
日
本
人
二
世
が
出
し
て
い
た

「
極
東
画
報
」
（
笥
胃
両
画
の
庁
ご
）
が
入
荷
し
た
（
も
っ
と
も
「
極
東
画
報
」
は
一
年
ほ
ど
で
廃
刊
に
な
っ
た
）
。

さ
て
、
こ
の
米
国
か
ら
の
輸
入
雑
誌
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
疑
問
が
あ
っ
た
の
か
、
昭
和
二
十
三
年
の
初
め
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
Ｅ
Ｓ
Ｓ

跨
昌
寓
目
降
○
胃
旦
の
①
８
８
か
ら
、
こ
れ
ら
雑
誌
の
輸
入
・
配
給
に
つ
い
て
調
査
を
受
け
た
。
こ
の
輸
入
配
給
の
当
事
者
は
当
社

と
教
文
館
で
、
協
会
が
何
等
の
経
済
行
為
も
し
て
い
な
い
の
で
問
題
は
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
雑
誌
は
専
ら
会
員
に
配
給
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
が
分
り
、
独
占
禁
止
法
に
触
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
念
を
も
た
れ
た
。
協
会
と
し
て
は
、
そ
の
組
織
や
実
情
を
説
明
し
て

調
査
官
の
納
得
を
得
た
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
お
そ
ら
く
充
分
の
理
解
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
序
で
な
が
ら
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の

命
令
で
同
年
八
月
十
八
日
、
通
産
省
か
ら
事
業
者
団
体
法
施
行
規
則
に
よ
っ
て
、
従
来
の
政
府
の
指
定
を
取
消
し
て
海
外
出
版
物
輸
入

協
会
を
閉
鎖
機
関
と
し
、
経
済
行
為
を
禁
止
す
る
、
今
後
は
各
社
で
直
接
輸
入
す
る
よ
う
に
と
の
命
令
を
受
け
た
。
し
か
し
協
会
と
し
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て
は
実
質
的
影
響
が
な
い
の
で
、
相
談
の
上
、
名
称
を
海
外
出
版
物
輸
入
同
業
組
合
と
変
更
し
、
任
意
団
体
と
し
て
再
出
発
を
す
る
こ

と
に
し
た
。
こ
の
よ
う
に
名
称
の
変
更
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
実
体
は
少
し
も
変
ら
ず
、
組
合
会
員
は
、
従
前
の
通
り
協
力
し
て
洋
書
輸

入
の
実
現
に
努
力
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
や
が
て
、
待
望
の
洋
書
輸
入
が
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

す
で
に
述
暑
へ
た
よ
う
に
、
洋
書
輸
入
促
進
運
動
は
、
連
合
軍
の
主
導
権
が
米
国
に
あ
っ
た
関
係
か
ら
主
と
し
て
米
国
に
対
し
て
行
っ

て
い
た
が
、
当
社
と
し
て
は
他
の
諸
国
か
ら
の
輸
入
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
協
会
の
理
事
全
員
で
英
国
大
使
館
に
冨
尉
・
困
巴
日
目
を

訪
問
し
、
英
国
書
輸
入
の
斡
旋
を
頼
ん
だ
。
同
氏
は
戦
前
永
く
我
が
国
に
滞
在
、
一
シ
橋
の
東
京
商
科
大
学
（
現
一
橋
大
学
）
で
教
鞭

を
と
っ
て
い
た
人
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
趣
旨
を
了
承
、
尽
力
す
る
こ
と
を
承
知
し
て
く
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
忠
告
通
り
に
請
願
書

を
出
し
て
お
い
た
と
こ
ろ
、
昭
和
一
一
十
三
年
十
一
月
二
十
五
日
、
同
氏
か
ら
か
ね
て
の
請
願
を
了
承
し
、
英
国
使
節
団
と
し
て
英
国
書

を
外
交
行
李
で
輸
入
し
円
払
を
許
可
す
る
か
ら
、
そ
の
第
一
回
分
と
し
て
十
二
月
十
三
日
ま
で
に
願
書
を
出
せ
と
の
通
知
が
あ
っ
た
。

早
天
に
慈
雨
の
思
い
で
協
会
メ
ン
バ
ー
中
の
希
望
者
は
願
書
締
切
日
の
十
二
月
十
三
日
ま
で
に
、
輸
入
申
請
を
終
了
し
た
。
英
国
害
に

つ
い
て
は
当
社
で
は
§
８
ｓ
篇
な
目
録
な
ど
な
か
っ
た
の
で
、
焼
け
残
り
の
紙
で
外
注
カ
ー
ド
を
作
り
、
各
支
店
よ
り
希
望
書
を

書
き
送
ら
せ
、
本
店
に
お
い
て
も
古
い
リ
ス
ト
か
ら
適
当
と
考
え
る
も
の
を
書
き
上
げ
て
、
申
請
害
を
出
し
た
。
あ
ま
り
大
し
た
量
で

も
な
く
、
戦
前
発
行
の
も
の
が
多
か
っ
た
。
同
時
に
申
請
し
た
他
店
の
分
は
少
な
く
、
大
部
分
は
当
社
の
分
で
あ
っ
た
。

こ
の
申
請
分
の
英
国
書
は
翌
二
十
四
年
三
月
末
に
英
国
大
使
館
に
到
着
し
た
旨
通
知
が
あ
っ
た
の
で
言
時
．
”
＆
白
目
に
交
渉
、
そ

の
承
認
を
得
て
、
同
年
四
月
一
日
か
ら
六
日
ま
で
、
本
店
に
お
い
て
、
戦
後
最
初
の
「
英
国
書
展
覧
会
」
を
開
催
し
て
一
般
の
参
観
に

供
し
、
終
了
後
そ
れ
ぞ
れ
注
文
主
で
あ
る
協
会
の
メ
ン
バ
ー
に
引
渡
し
た
。
当
時
の
目
］
冒
昌
国
訂
は
一
ポ
ン
ド
一
、
○
八
○
円
、



］
Ｏ
ｇ
ｇ
目
。
§
①
Ｆ
ａ
１
の
国
富
白
○
・
の
儲
８

国
①
宮
９
国
目
圏
月
昌
○
目
］
国
８
丙
の
綜
己
－
ど
§
．
国
崖

Ｆ
ｏ
品
目
目
の
》
犀
の
①
ロ
倖
Ｃ
Ｏ
・
伊
匙
・
Ｉ
〕
○
冒
○
冨
層
］
①

国
具
呂
冒
の
目
陣
ｎ
ｏ
・
伊
豆
・
Ｉ
”
○
ウ
の
罵
冒
の
ご

冠
呉
①
昌
○
の
庁
貝
厚
⑦
印
の
１
国
．
国
○
尋
胃
旦
旨
且
巳
詐

第一回英国書展覧会

米
貨
一
ド
ル
二
七
○
円
で
あ
っ
た
。
た
だ
急
い
で
処
理
し
た
た
め
に
、
｝
）
の
時
の

書
物
の
詳
細
な
リ
ス
ト
は
な
い
。

第
二
回
目
の
英
国
か
ら
の
書
籍
は
、
同
年
十
月
入
荷
し
た
。
こ
れ
は
英
国
の
書

籍
出
版
業
者
が
選
択
し
て
送
っ
て
き
た
書
物
が
着
い
た
の
で
あ
る
。
日
本
国
へ
の

贈
り
物
と
い
う
意
味
で
国
立
国
会
図
書
館
へ
寄
贈
さ
れ
る
こ
と
に
予
定
さ
れ
て
い

た
。
こ
の
と
き
代
表
と
し
て
来
日
し
た
出
版
業
者
は
次
の
諸
社
で
、
同
国
出
版
界

で
重
き
を
な
し
て
い
た
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
出
版
部
の
ジ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン

が
団
長
で
あ
っ
た
。
十
一
月
四
日
、
協
会
の
理
事
と
懇
談
会
を
開
催
、
忌
悼
の
な

い
意
見
を
交
換
し
て
、
爾
後
の
取
引
増
進
に
努
力
し
合
う
こ
と
を
申
合
せ
た
。

○
鷺
Ｏ
ａ
ｑ
風
ぐ
①
風
ご
厚
の
印
の
ｌ
］
ｏ
冒
陣
日
自

面
の
侭
自
８
口
厚
の
の
ｍ
伊
豆
－
ｏ
目
Ｑ
胃
丙

跨
且
忌
口
の
具
の
呂
伊
ａ
・
Ｉ
跨
且
融
己
の
具
の
ｇ

ｏ
目
旨
門
冨
ｍ
①
口
昌
ぐ
の
国
辱
印
①
ｍ
ｍ
ｌ
ｏ
ｏ
冒
画
８
］
⑦
の
面
胃
①
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許
可
の
発
表
が
あ
っ
た
。

当
社
が
、
昭
和
二
十
一
年
の
半
ば
か
ら
、
日
本
学
術
振
興
会
・
工
業
技
術
庁
の
応
援
。
助
力
の
も
と
に
、
と
く
に
自
然
科
学
。
技

術
。
工
業
関
係
の
米
国
害
輸
入
に
奔
走
し
た
次
第
は
す
で
に
記
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
運
動
が
効
を
奏
し
て
か
或
い
は
英
国
大
使

館
の
動
き
に
刺
戟
さ
れ
て
か
、
昭
和
二
十
四
年
二
月
十
一
日
に
通
産
省
か
ら
両
嗣
○
缶
句
巨
且
に
よ
る
工
業
技
術
関
係
の
米
国
害
輸
入

弓
営
①
国
○
巳
喝
園
①
且
Ｆ
ａ
・
Ｉ
旨
貝
屈
①
旨
冨
＆
庁

弓
胃
国
圃
烏
９
．
国
○
ロ
の
①
の
Ｈ
ｏ
ｇ
ｌ
『
・
缶
．
国
ぐ
の
刷

目
冨
目
①
の
陣
出
目
の
８
伊
菖
．
１
月
．
の
．
困
○
の
①
昌
冨
］
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協
会
で
は
、
右
の
よ
う
な
過
程
で
、
兼
重
工
業
技
術
庁
長
官
の
指
導
に
従
っ
て
各
大
学
の
自
然
科
学
系
研
究
所
、
各
種
技
術
研
究
所

並
に
試
験
所
、
工
業
関
係
会
社
等
か
ら
の
購
入
希
望
害
リ
ス
ト
を
作
成
し
て
、
申
請
害
と
共
に
工
業
技
術
庁
に
提
出
し
た
。
工
業
技
術

庁
は
、
こ
れ
を
取
り
纏
め
て
昭
和
二
十
四
年
三
月
二
十
四
日
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
提
出
し
た
。
従
っ
て
こ
の
申
請
に
基
づ
く
書
籍
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の

手
に
よ
っ
て
、
同
年
八
月
、
横
浜
に
入
港
し
た
と
き
、
通
産
省
は
輸
入
配
給
の
事
務
担
当
者
を
公
募
し
た
。
当
社
を
含
め
六
社
が
応
募

し
た
が
、
他
の
五
社
の
好
意
あ
る
辞
退
に
よ
っ
て
当
社
が
通
関
・
引
取
・
配
給
・
代
金
回
収
、
そ
し
て
事
務
処
理
後
の
旨
く
９
８
（
仕

切
り
状
）
三
通
の
作
製
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
へ
の
提
出
、
代
金
を
公
団
に
納
入
す
る
ま
で
の
一
切
の
事
務
を
処
理
し
た
。
当
時
の
目
巨
冨
昌

鵠
呉
①
は
一
ド
ル
一
一
一
六
○
円
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
の
輸
入
書
籍
の
総
数
は
二
、
七
五
四
冊
、
一
一
一
○
七
タ
イ
ト
ル
、
総
額
一
四
、
○
四

六
ド
ル
で
あ
っ
た
。
売
価
・
手
数
料
に
つ
い
て
も
工
業
技
術
庁
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
、
通
産
省
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
何
も
か
も
初
経

験
で
、
手
数
の
煩
雑
さ
に
ひ
ど
く
苦
労
し
た
。
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当
社
が
取
扱
っ
た
分
は
、
一
四
七
タ
イ
ト
ル
三
八
九
冊
二
、
一
八
三
。
四
六
五
ド
ル
で
あ
っ
た
。

こ
れ
よ
り
さ
き
、
当
社
は
、
英
国
大
使
館
の
斡
旋
で
英
国
書
の
輸
入
に
成
功
す
る
と
、
こ
れ
に
力
を
得
て
フ
ラ
ン
ス
書
の
輸
入
を
実

現
し
よ
う
と
、
昭
和
二
十
四
年
、
年
が
あ
け
る
と
早
友
、
組
合
理
事
全
員
で
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
を
訪
ね
、
参
事
官
。
文
化
部
長
冒
尉
．

○
冨
園
の
馬
に
面
会
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
書
の
輸
入
斡
旋
方
を
懇
請
し
た
。
初
め
は
フ
ラ
ン
ス
に
は
、
そ
の
資
金
が
な
い
、
英
国
の
よ
う

な
手
配
は
出
来
な
い
と
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
倦
ま
ず
に
懇
請
を
続
け
特
別
の
配
慮
を
願
っ
た
結
果
、
同
年
三
月
一
日
に

至
っ
て
、
英
国
同
様
、
外
交
使
節
団
と
し
て
輸
入
を
斡
旋
し
よ
う
と
の
申
出
が
あ
り
、
第
一
回
の
申
込
〆
切
は
三
月
一
一
十
四
日
と
定
め

ら
れ
た
。
そ
こ
で
希
望
者
は
期
日
ま
で
に
申
請
書
を
提
出
し
た
。
こ
の
分
の
書
籍
は
同
年
五
月
末
に
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
に
到
着
し
た
。

そ
こ
で
当
社
で
は
、
そ
の
年
五
月
三
十
日
か
ら
六
月
十
一
日
ま
で
「
新
刊
フ
ラ
ン
ス
書
展
」
を
開
催
し
た
。
日
本
橋
の
三
越
本
店
で

も
、
フ
ラ
ン
ス
書
展
を
同
時
に
開
催
し
た
。

右
の
よ
う
に
民
間
貿
易
が
始
ま
る
前
、
英
。
仏
両
国
が
外
交
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
書
籍
輸
入
の
斡
旋
を
す
る
に
至
っ
た
情
勢
を
も
考
慮

し
て
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
Ｃ
Ｉ
Ｅ
が
民
間
貿
易
開
始
を
ま
た
ず
暫
定
的
に
米
国
害
の
輸
入
を
許
可
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
昭
和
二
十
五

年
三
月
十
三
日
、
通
産
省
か
ら
の
少
四
○
缶
（
の
○
ぐ
の
ｇ
日
①
具
倭
己
冒
○
℃
風
昌
○
口
、
開
○
吋
”
農
の
国
ｐ
Ｏ
８
ｇ
厨
Ｑ
Ｐ
Ｈ
８
ｍ
）
句
目
Ｑ
に

よ
っ
て
総
額
二
○
万
ド
ル
の
米
国
書
輸
入
を
許
可
す
る
と
発
表
し
た
。
こ
の
ガ
リ
オ
ァ
資
金
で
取
り
寄
せ
ら
れ
る
書
籍
は
自
然
科
学
書

を
除
い
た
人
文
科
学
関
係
書
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
政
府
貿
易
に
よ
る
の
で
、
輸
入
業
務
代
行
者
を
希
望
業
者
の
競
争
入
札
に
よ
っ
て
決

定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
Ｃ
Ｉ
Ｅ
の
命
令
で
通
産
省
は
そ
の
指
示
に
従
っ
て
公
示
し
、
一
切
の
監
督
に
あ
た
る
こ
と
と
な
っ
た
。



、
鉛
錨
癖
蝿
繊
錘

陳
謝
状

入
札
に
は
、
当
社
、
国
際
書
房
お
よ
び
極
東
貿
易
が
参
加
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
見
積

明
細
書
を
提
出
し
た
が
、
当
時
Ｃ
Ｉ
Ｅ
お
よ
び
通
産
省
の
担
当
官
は
、
洋
書
輸
入

業
務
が
煩
雑
で
、
か
つ
そ
の
手
数
や
経
費
が
い
か
に
か
か
る
も
の
か
を
殆
ん
ど
認

識
せ
ず
、
安
け
れ
ば
よ
い
と
の
看
点
か
ら
極
東
貿
易
を
指
定
し
た
。

さ
て
、
右
の
よ
う
に
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
プ
ラ
ン
に
よ
る
米
国
書
輸
入
に
就
い
て
、
一
切

を
極
東
貿
易
に
一
任
し
、
海
外
出
版
物
輸
入
同
業
組
合
員
各
自
が
顧
客
か
ら
の
予

納
書
籍
代
金
を
同
社
に
送
付
し
た
に
拘
わ
ら
ず
、
書
籍
の
輸
入
が
な
か
な
か
に
捗

ら
な
か
っ
た
。
受
注
害
の
な
か
に
は
雑
誌
な
ど
も
あ
り
、
延
び
延
び
に
な
っ
て
い

る
間
に
入
手
不
能
に
な
る
憂
も
あ
っ
た
の
で
厳
重
催
促
し
た
と
こ
ろ
、
不
祥
の
事

実
が
明
か
に
な
っ
た
の
で
、
同
社
を
し
て
左
の
陳
謝
状
を
発
表
す
る
こ
と
に
し
た
。

新刊フランス書展覧会

難
賎
藤
騨
潔
騒
騒

Ｃ
Ｉ
Ｅ
プ
ラ
ン
に
依
る
米
国
図
書
輸
入
の
件

弊
社
は
連
合
軍
最
高
司
令
部
民
間
情
報
局
の
御
計
画
に
よ
る
右
米
害
の
輸
入
に
関
し
通
商
産
業
省
の
代
行
機
関
（
総
代
理
店
）

と
し
て
一
昨
年
四
月
以
来
取
扱
書
店
各
位
よ
り
御
註
文
を
受
け
、
之
が
発
註
、
輸
入
の
業
務
に
従
事
し
て
参
り
ま
し
た
と
こ
ろ
入

荷
状
態
は
頗
る
不
規
則
且
つ
不
円
滑
で
あ
り
ま
し
て
一
年
有
半
以
上
を
経
過
し
て
未
だ
な
お
入
荷
せ
ざ
る
も
の
す
ら
多
数
あ
り
延

蕊
》
耀
識
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当
局
並
に
書
店
各
位
、
又

昭
和
二
十
七
年
一
月

え
ま
せ
ん
。

か
Ｌ
る
結
果
を
招
来
致
し
ま
し
た
原
因
は
全
く
弊
社
の
事
務
上
の
不
行
届
と
適
正
な
ら
ざ
る
処
理
の
為
で
あ
り
ま
し
て
監
督
御

局
並
に
書
店
各
位
、
又
需
要
者
各
位
に
多
大
の
御
迷
惑
を
相
掛
け
ま
し
た
こ
と
を
鼓
に
衷
心
よ
り
陳
謝
致
す
次
第
で
あ
り
ま
す
。

極
東
貿
易
株
式
会
社

専
務
取
締
役

常
務
取
締
役

書
籍
部
長

浜
田
久
蔵

福
島
京
一

高
野
仁
一
郎
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引
に
延
引
を
重
ね
て
今
日
に
到
っ
た
実
情
で
あ
り
ま
す
。

此
間
書
店
各
位
よ
り
は
匝
次
厳
重
な
御
督
促
、
御
照
会
を
蒙
り
、
こ
れ
に
対
し
本
業
務
の
特
殊
性
と
複
雑
な
る
手
続
を
理
由
に

屡
麦
事
実
に
反
す
る
回
答
を
致
し
、
殊
に
昨
年
三
月
に
於
て
は
六
月
末
日
迄
の
完
納
を
御
約
束
致
し
ま
し
た
が
偶
々
政
府
会
計
年

度
の
予
算
切
替
措
置
の
為
一
部
外
国
送
金
が
遅
延
し
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
を
理
由
に
六
月
に
到
っ
て
九
月
末
日
の
完
納
を
確
約
申

上
げ
鋭
意
之
が
履
行
に
努
力
致
し
ま
し
た
。

然
る
に
最
近
に
到
り
弊
社
事
務
処
理
の
重
大
な
る
不
始
末
よ
り
各
位
の
御
期
待
に
背
き
御
註
文
の
未
着
分
は
今
後
入
荷
の
見
込

な
き
こ
と
が
判
明
致
し
終
に
監
督
当
局
の
御
指
令
に
基
き
本
業
務
を
中
止
致
す
の
止
む
な
き
に
到
り
ま
し
た
事
は
真
に
漸
塊
に
堪



居
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す

Ｃ
Ｉ
Ｅ
プ
ラ
ン
に
よ
る
米
国
害
の
輸
入
遅
延
に
つ
い
て

愛
に
連
合
軍
民
間
情
報
教
育
局
の
ご
計
画
に
よ
る
政
府
輸
入
の
方
式
に
よ
っ
て
お
引
受
け
申
上
げ
ま
し
た
図
書
の
入
荷
状
況
に

就
き
ま
し
て
は
爾
来
政
府
の
代
行
機
関
た
る
極
東
貿
易
株
式
会
社
に
対
し
促
進
方
築
く
折
衝
を
重
ね
て
参
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が

不
幸
に
し
て
進
捗
の
見
る
べ
き
も
の
な
く
遂
に
一
年
有
半
を
経
た
今
日
同
社
の
別
紙
陳
謝
状
の
如
き
始
末
と
相
成
り
ま
し
た
こ
と

は
誠
に
弊
社
と
致
し
ま
し
て
も
全
く
汗
顔
の
至
り
で
ご
ざ
い
ま
し
て
唯
女
深
く
お
詑
ぴ
申
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す

就
き
ま
し
て
は
斯
く
同
社
が
》
）
Ｌ
に
代
行
権
を
喪
失
致
し
ま
し
た
上
は
弊
社
と
致
し
ま
し
て
の
責
務
を
果
す
方
途
と
し
て
急
速

な
る
ご
下
命
品
の
入
手
こ
そ
緊
要
事
と
存
じ
ま
し
て
勝
手
な
が
ら
既
に
民
貿
方
式
へ
の
切
替
え
発
註
を
了
え
鋭
意
完
納
を
期
し
て

重
ね
ノ
、
の
ご
迷
惑
に
て
何
共
恐
縮
の
外
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
何
卒
事
情
特
に
ご
諒
恕
を
賜
り
柾
げ
て
今
暫
ら
く
の
ご
猶
予
を
伏

し
て
お
願
い
申
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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同
社
の
失
敗
は
、
事
務
に
不
慣
れ
の
た
め
、
有
効
な
る
手
続
執
行
に
時
間
を
要
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
間
に
起
き

た
経
済
変
動
に
応
ず
る
経
済
力
に
も
難
点
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

と
に
か
く
、
組
合
員
と
し
て
、
と
く
に
顧
客
か
ら
の
予
納
代
金
を
同
社
に
托
し
た
も
の
に
と
っ
て
は
、
重
大
な
打
撃
で
あ
っ
た
。
単

に
遅
れ
て
い
る
と
い
う
の
み
で
な
く
、
注
文
書
が
売
り
切
れ
の
た
め
入
手
不
可
能
に
陥
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う

不
安
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
組
合
と
し
て
顧
客
筋
へ
左
の
よ
う
に
事
情
を
具
し
て
、
猶
予
方
を
お
願
い
し
た
の
で
あ
っ
た
。



当
社
の
未
調
達
分
に
対
し
て
は
、
陳
謝
状
に
あ
る
よ
う
に
、
す
で
に
再
開
さ
れ
て
い
た
民
間
貿
易
に
切
り
換
え

か
よ
う
な
次
第
で
、
当
社
の
｛

て
注
文
を
し
直
す
手
配
を
し
た
。

最
初
に
、
民
間
貿
易
開
始
前
、
昭
和
二
十
四
年
中
、
当
社
が
苦
労
し
て
輸
入
し
た
洋
書
の
金
額
は
左
表
の
通
り
で
あ
る
。

（
単
位
千
円
）

四
待
望
の
民
間
貿
易
開
始

一
方
代
行
機
関
と
し
て
の
極
東
貿
易
は
業
務
を
停
止
し
た
が
、
前
納
し
て
あ
っ
た
代
金
の
返
済
は
不
能
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
監
督
官

庁
で
あ
る
通
産
省
の
監
督
不
行
届
と
し
て
、
そ
の
返
済
を
政
府
が
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
通
産
省
・
大
蔵
省
へ
陳
情
、
八
方
手
を
尽

く
し
た
。
そ
の
結
果
、
通
産
省
か
ら
前
納
金
総
額
の
支
払
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
の
た
め
に
尽
く
し
た
組
合
理
事
の
努
力
は
並

並
で
な
か
っ
た
。
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丸
善
株
式
会
社
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・
四
、
○
○
○

二
四
、
湛
三
八

四
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、
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・
一
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八

仏英米

国国国
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、
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一
二
、
○
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一
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、
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五
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．
二
五
○

国
別
上
半
期
一
下
半
期

ｒ
令
Ⅱ
Ｂ

二
言
卸
叩



こ
の
う
ち
、
英
。
仏
両
国
は
大
使
館
経
由
で
、
米
国
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
放
出
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
米
国
か
ら
の
輸
入
で
は
、
一
一
『
－
－

ヨ
ー
ク
の
門
胃
冒
四
ｏ
目
二
目
○
○
日
冒
昌
》
雷
ｇ
ｑ
旨
．
の
ロ
冨
興
陣
○
○
日
冨
昌
か
ら
の
輸
入
が
多
か
っ
た
。

さ
て
、
昭
和
二
十
四
年
十
二
月
一
日
に
、
外
国
為
替
。
外
国
貿
易
管
理
法
と
輸
出
貿
易
管
理
令
が
公
布
さ
れ
、
翌
二
十
五
年
一
月
か

ら
民
間
貿
易
の
開
始
を
許
可
す
る
と
い
う
発
表
が
あ
っ
た
。

早
速
、
通
産
省
の
担
当
官
に
洋
書
の
民
間
貿
易
、
と
く
に
輸
入
開
始
の
時
期
。
方
法
に
就
い
て
照
会
し
た
が
、
商
品
別
に
重
点
的
に

許
可
す
る
方
針
と
い
う
だ
け
で
詳
細
は
明
確
で
は
な
か
っ
た
。
間
も
な
く
、
業
者
が
輸
入
を
必
要
と
す
る
書
籍
・
定
期
刊
行
物
の
数

量
。
金
額
を
記
し
、
輸
入
割
当
額
を
年
四
回
に
分
ち
、
各
期
別
に
申
請
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
い
ま
、
当
時
の
洋
書
輸
入
業
者
の
申
請

額
総
計
と
被
割
当
額
を
記
す
る
と
次
表
の
通
り
で
あ
る
。

（
ド
ル
以
下
は
切
上
げ
）

当
社
が
実
際
に
受
け
た
割
当
額
は
、
右
記
の
額
の
半
分
以
上
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

さ
て
、
右
の
よ
う
な
事
情
が
明
ら
か
に
な
る
と
と
も
に
、
当
社
は
、
昭
和
二
十
五
年
七
月
号
の
「
ア
ナ
ウ
ン
ス
メ
ン
ト
」
に
お
い

１１９６

９
群
０
０

－
害
、

一
一
、
》
一
八
、
七
化
○

一
、
躯
八
九
、
六
四
○

六
○
％

第
一
四
半
期
（
一
‐
三
月
）

第
》
・
四
半
期
（
四
‐
六
月
）

第
三
四
半
期
（
七
’
九
月
）

第
四
四
坐
期
（
十
’
十
二
月
〉

＄Ｓ＄＄

八江四二
九四四三
四急三八
、、、、

五一一九Ｆ：
○○四○
八七八七

Ｓ
一
発
八
一

＄
二
五
○
一

＄
三
一
二
一

＄
五
八
九
一

○
○
○

○
六
○

一
ハ
企
ハ
一

九
一
九

六五五X五
六九六四

％％％％

期
別
申
請
額

割
当
額
割
当
率



し、

る
０

当
時
、
通
産
省
に
あ
っ
て
、
洋
書
輸
入
事
務
の
衝
に
当
っ
て
い
た
平
井
福
太
郎
通
産
事
務
官
の
「
洋
書
輸
入
の
回
顧
」
（
「
学
鐙
」
昭

－
１
一
一
一
期
に
於
き
ま
し
て
は
英
米
書
発
註
済
四
’
六
期
に
於
き
ま
し
て
は
英
・
米
・
西
独
。
瑞
西
。
西
班
牙
等
諸
国
書
発
註

済
七
’
九
期
は
目
下
申
請
中
で
御
座
い
ま
し
て
、
英
。
米
・
仏
。
瑞
典
。
瑞
西
。
デ
ン
マ
ー
ク
・
和
蘭
等
許
可
あ
り
次
第
発
註

の
手
筈
に
な
っ
て
居
り
ま
す
。

こ
の
時
は
、
こ
の
年
の
第
四
四
半
期
分
（
十
月
２
十
二
月
）
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
何
も
判
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
昭
和
二
十
五
年
中
の
わ
が
国
に
お
け
る
洋
書
輸
入
額
と
、
そ
の
主
要
輸
入
先
を
挙
げ
る
と
、

て
、
「
外
国
書
籍
・
雑
誌
の
輸
入
状
況
に
就
て
」
と
題
し
た
挨
拶
文
を
発
表
、
民
間
貿
易
に
移
っ
た
と
は
い
え
、
輸
入
手
続
の
煩
噴
、

政
府
資
金
の
暁
路
な
ど
か
ら
顧
客
の
希
望
に
充
分
に
添
い
得
て
い
な
い
こ
と
を
謝
す
る
と
共
に
、
発
注
経
過
を
次
の
よ
う
に
報
告
し
て

1197
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右
の
よ
う
に
当
時
の
洋
書
輸
入
の
状
況
を
説
明
し
た
上
で
、
最
後
に
、
戦
争
直
後
か
ら
昭
和
二
十
五
年
乃
至
一
一
十
六
年
上
半
期
頃
の

我
が
国
の
洋
書
輸
入
業
者
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

昨
年
一
月
民
貿
開
始
よ
り
四
’
六
期
頃
ま
で
は
に
わ
か
に
業
者
が
相
当
多
く
な
っ
て
い
た
が
、
や
っ
て
見
て
そ
の
繁
雑
に
し
て

人
手
の
喰
う
こ
と
が
解
っ
て
来
て
輸
入
を
止
め
る
も
の
も
生
じ
、
漸
次
淘
汰
さ
れ
て
現
在
で
は
、
米
国
も
の
に
つ
い
て
は
大
体
三

四
、
英
国
も
の
に
つ
い
て
は
二
四
、
西
独
も
の
に
つ
い
て
は
二
七
の
程
度
に
落
着
い
て
居
る
が
、
一
国
の
み
に
限
り
専
門
に
輸
入

に
従
事
し
て
い
る
者
は
な
く
、
上
記
三
国
の
も
の
以
外
の
出
版
物
を
も
兼
ね
輸
入
を
扱
っ
て
居
る
か
ら
、
実
際
の
外
国
書
籍
輸
入

山
各
国
別
の
輸
入
比
率
は
、
米
国
が
五
七
。
七
％
、
英
国
が
二
三
。
四
％
、
西
ド
イ
ツ
が
一
四
。
一
一
％
、
ス
イ
ス
一
。
一
％
、

フ
ラ
ン
ス
が
一
・
六
％
、
そ
の
他
二
。
○
％
で
あ
り
、
そ
の
他
の
諸
国
中
に
は
ス
ペ
イ
ン
、
ス
エ
ー
デ
ン
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
オ

ラ
ン
ダ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ー
、
イ
タ
リ
ー
を
含
ん
で
い
る
。

②
輸
入
洋
書
の
う
ち
、
科
学
技
術
関
係
の
金
額
が
、
一
、
五
三
四
、
三
三
一
弗
に
上
る
の
に
、
文
科
科
学
系
の
書
が
四
一
一
、

三
一
一
弗
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
国
民
が
物
質
文
明
の
立
遅
れ
を
挽
回
し
よ
う
と
す
る
意
欲
が
強
ま
っ
て
い
る
証
拠
と
い
え
よ

う
。
全
体
的
に
概
説
し
て
自
然
科
学
系
書
の
輸
入
は
米
国
が
最
も
多
く
、
つ
づ
い
て
英
国
。
独
逸
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
分
野
で

は
独
逸
が
英
国
を
凌
駕
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。

人
文
科
学
の
分
野
で
は
英
・
独
。
仏
が
つ
よ
い
。
英
国
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
独
。
仏
文
化
に
対
す
る
日
本
国
民
の
愛
着
は
極

め
て
強
い
。
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和
二
十
六
年
五
月
号
）
に
よ
れ
ば
、
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業
者
と
し
て
は
大
約
三
四
社
位
と
な
る
。

何
と
言
っ
て
も
こ
の
中
で
他
を
圧
し
て
い
る
の
は
丸
善
で
あ
っ
て
、
経
営
の
規
模
、
輸
入
範
囲
の
広
さ
は
群
を
抜
い
て
い
る
。

戦
後
派
で
活
溌
な
の
は
海
外
出
版
貿
易
Ｋ
Ｋ
、
極
東
貿
易
Ｋ
Ｋ
図
書
部
が
あ
る
。
そ
の
他
特
殊
な
も
の
に
力
を
注
い
で
い
る
も
の

と
し
て
は
教
文
館
（
キ
リ
ス
ト
教
及
聖
書
も
の
、
地
域
的
に
も
仲
為
広
い
）
国
際
書
房
（
学
術
書
）
福
本
書
院
（
哲
学
精
神
科
学
）

ル
ペ
ル
ト
。
エ
ン
デ
ル
レ
書
店
（
独
乙
も
の
）
南
江
堂
（
医
書
）
明
治
書
房
（
各
国
の
美
術
デ
ザ
イ
ン
関
係
）
山
長
商
店
（
ア
ク

メ
コ
ー
ド
専
門
）
等
た
が
あ
る
。




